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【序論】
漢薬「大黄」は『神農本草経』の下品に収載された薬物である．現在
中国では正品大黄としてタデ科のダイオウ属植物３分類群，すなわち
ＲｈｅｕｍｐａｌｍａｔｕｍＬ．，Ｒ･ｔａｎｇｕｔｉｃｕｍＭａｘｉｍ・ｅｘＢａｌｆ．，Ｒ･ｏｆｆｉｃｉｎａｌｅ
Ｂａｉｌｌ、の根茎及び根を規定し，日本においてはさらにＲ・coreanum
Nakaiをも含めている．大黄は古来中国医学においては駆癖血，情熱，
解毒，健胃薬などとして使用されてきた．一方，潟下活性を有している
ことから〆近代中国医学では薬効的に攻下薬（潟下薬）に分類されてい
るが，大黄の潟下作用は消化管内（胃腸）の実熱により津液が洞れるこ
とにより秘結した大便を，情熱作用により緩解する結果生じた二次的作
用であると解釈され，塩類下剤である芒硝とは区別されている．
一方，本生薬は一説に紀元前に中国から伝わったとされるヨーロッパ
において，古くから下剤として利用され，これまでの科学的研究により，
潟下活性成分はアントラキノン誘導体のセンノシド類であり，腸内細菌
が関与する潟下発現機構も明らかにされている．わが国でも正倉院薬物
として知られ，古くから漢方生薬として利用されてきたが，近年は潟下
薬として評価され，『第十三改正日本薬局方』で「本品は換算した生薬
の乾燥物に対し，センノシドＡ０．２５％以上を含む」と，潟下活性成分
含量の下限が規定された．
以上のような経緯から，大黄の薬効的な本質が潟下薬であるのかそれ
以外の薬効とくに駆癖血薬であるのかという問題についてこれまで種々
論議がなされてきた．しかし，未だ明確な結論は得られていない．加え
て，近年薬用部位に変化がみられ，以前は根茎のみが正品とされてきた
が，中国では1977年以降，日本では1981年以降，根茎とともに根も使用
できるように薬局方の規定が変更された．しかし，根が使用され始めた
時期や原因については不明で，その是非も不明である．
また，大黄は古来「火乾」すなわち火で強く熱して乾燥調製するとさ
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れており，種々文献調査した結果，漢薬の中で「火熱乾燥」する例は大
黄の他に認められなかった．火熱乾燥する理由は『神農本草経集注』に
「火乾者小焦不如而耐蛇堪久」とあり，虫害忌避であるかのように記さ
れている．しかし，虫害忌避のみが目的であるならば同書に記載された
「人参」のごとく，密封容器に保存するなど保存方法の工夫がなされて
も良かったのではないかと疑問が残り，大黄を「火熱乾燥」することに
は他にも特別な理由のあることが考えられた．
そこで，本研究ではこれらの問題点を解決する目的でまず本草考証を行
い，さらにその結果の裏付けを実験科学的に行うことを試みた．
【本草考証結果】
本草書ならびに医方書の記載内容を詳細に検討した結果，次のごとく
考証した．ｌ）大黄の古来の薬用部位は現在正品大黄の原植物とされて
いる植物種の根茎であり，清代にいたるまで，一貫して根茎のみが薬用
とされてきた．２）正しい薬用部位を，正品大黄の根茎に特徴的な模様
である「錦紋」の有無により根あるいは非正品大黄の地下部と区別し利
用していた．３）大黄の漢代における第一義の薬効は駆癖血であり，他
に消炎，健胃薬などとしても利用されていた．４）大黄は医家によって
後漢代後期ころから潟下薬としても使用されるようになったが，本草家
が潟下薬として記録したのは宋代になってからである．５）唐代にはす
でに重質系大黄と軽質系大黄の薬効の違いによる使い分けがなされ，後
者の方が潟下活性が強いと認識され，本草家には敬遠されていた.Ｇ）
重質系大黄は火熱乾燥されたもので，一方の軽質系大黄は自然乾燥され
たものである．７）大黄を「火熱乾燥」する目的は虫害忌避のみならず，
潟下作用を低下させるためでもあった．
【化学的検討結果】
本草考証の結果，根茎と根に薬効的な差があると考えられたこと，ま
た火熱乾燥する目的に潟下活性を低下させることもあったと結論された
ので，わが国で栽培されたRheumtanguticuml5株の新鮮品を用いて以
下のような実験を行い，考証結果の裏付けを試みた．
材料を株ごとに根茎と根に分け，それぞれ均等な数群に分け，種々の
加工調製（凍結乾燥，100℃加熱乾燥，180℃加熱乾燥）を行い，ＨPLC
法によりセンノシトミ類（ｓｅｎｎｏｓｉｄｅＡ,Ｂ），タンニン類（ｇａｌｌｉｃａｃｉｄ，
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catechin，ｅｐｉｃａｔｅｃｈｉｎｇａｌｌａｔｅ），吸光度法によりアントラキノン類，
アンスロン類を定量した．結果は以下に示すごとくであった．ｌ）凍結
乾燥した根茎と根において，センノシド類含量は試供した株により大き
くバラツキ，また根茎に多い株と根に多い株が認められ，一定の傾向は
認められなかった．２）１００℃で加熱乾燥した試料については，凍結乾
燥品と比較してセンノシド類含量が増加した試料と減少した試料があり，
根茎と根に一定の傾向は認められなかった．３）180℃で加熱乾燥した
試料については，凍結乾燥品と比較してセンノシド類含量は著しく減少
した．４）アントラキノン類含量，ｇａｌｌｉｃａｃｉｄ含量は180℃加熱乾燥
することにより，凍結乾燥品と比較して著しく増加した．ｇａｌｌｉｃａｃｉｄ
含量については100℃加熱乾燥により根茎および根ともに３倍に増加し，
１８０℃加熱乾燥では１０倍に増加した．
【結論・考察】
本草学的研究の結果，漢薬「大黄」の古来の正品はタデ科のＲｈｅｕｍ
ｐａｌｍａｔｕｍＬ．，Ｒ･ｔａｎｇｕｔｉｃｕｍＭａｘｉｍ･ｅｘＢａｌｆ．，Ｒ・ｏｆｆｉｃｉｎａｌｅＢａｉｌｌ･
の根茎であり，第一義の薬効は駆癖血であり，他に解毒，消炎，健胃薬
などとしても利用されていたが，潟下活性の強いものは敬遠されていた
ことが明らかになった．また大黄の古来の加工調製方法は「火熱乾燥す
る」という他の生薬には例のない特殊な方法であり，本草書の記載内容
から虫害忌避のほか潟下活性を低下させる目的があったものと考察され，
この考察結果をＲ,tanguticumの新鮮な地下部を種々の条件で加工調製
し，潟下活性成分であるセンノシド類を測定することにより，実験科学
的に証明することができた．すなわち，古来大黄は火力を用いて高温で
乾燥することにより潟下活性を著しく低下させて用いられてきたことが
明らかになり，大黄の薬効的な本質は現在考えられているような潟下薬
ではなかったと考えられる．また，抗菌作用のあるｒｈｅｉｎ，aloe-
emodinを含むアントラキノン類含量，抗凝血作用があるとされる
gallicacid含量が増加することにより薬性が変化することも明らかに
なった．今後は，大黄の駆痂血をはじめとする他の作用についても科学
的検討がなされるべきである．
なお，現在市場にも火熱乾燥された重質系大黄と自然乾燥された軽質
系大黄がある．大黄に駆癖血，健胃，消炎，解毒などの薬効を期待する
場合は前者を，潟下作用を期待する場合には後者を使用するのが適切で
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あろう．また，根が使用され始めたのはごく近年のことであり，大黄の
潟下活性が西洋医学的に解析されたことも影響していると考える．本研
究では根茎との薬効的な差異を明らかにできなかったが，センノシド類
含量は同程度であったことから，潟下薬としては根も使用可能であると
判断される．
学位論文審査結果の要旨
本研究は，漢薬｢大黄｣の古来の薬効を本草学的に考証し，その結果を実験科学的に証明したものである。
大黄はタデ科のRheum属植物の地下部に由来する漢方生薬で，曰局収載品である。近年，一般に潟下薬と
して知られ，潟下活`性成分がアントラキノン誘導体のセンノシド類であることが明らかにされている。しか
し，漢方では大黄は古来駆癖血，情熱，消炎薬などであるとされてきたことから，これまで大黄の薬効の本
質が種々論議されてきたが，結論は得られていなかった。本研究はこの問題点を本草学的研究により解決し
た。
発表者は先ず，中国歴代の本草書をひもとき，詳細に検討した結果，大黄の古来の薬効は潟下ではなく
駆癖血をはじめとする他の薬効であり，大黄の有する潟下作用は却って敬遠されていたことを考証した。さ
らに，漢薬の中で調製時に火力乾燥するものが大黄のみであることを見いだし，さらに自然乾燥品は潟下活
`性が強いとされていたことを考証し，その結果，火力乾燥によって潟下活'性を低下させていたものと考証し
た。
次いで，発表者はこの考証結果を実験科学的に証明するため，新鮮な大黄原植物’５株を入手し，種々乾燥
温度条件を変えて調製したものについて，センノシド類，抗菌活I性が知られるアントラキノン類，血液凝固
抑制作用が知られる没食子酸などを定量した。その結果，凍結乾燥品や１００℃以下の乾燥品ではセンノシド
類含量はほとんど変化しなかったが，１８０℃で乾燥したものは顕著に低下し，本草考証結果を実験科学的に
証明した。さらに，１８０℃で乾燥したものはアントラキノン類や没食子酸含量も顕著に増加しており，火力
乾燥は潟下活性の低下以外にも薬性を著しく変化させることを見いだした。
以上，本研究は本草考証結果を実験科学的に証明するという従来にない手法により，漢薬｢大黄｣の古来の
薬効が現在通説になっているような潟下薬ではなく，駆癖血をはじめとする他の薬効であったことを明らか
にしたもので，今後の大黄研究に新たなる方向性を提示した業績は，博士論文(薬学)として高く評価される。
－１９４－
